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福井県大野市長 石山 志保

住み続けたい結のまちを目指して
～誰一人取り残されないデジタル社会に向けて～

人口 ３1，615人

面積 ８７２．４３㎢（約87％が森林）

高齢化率 ３7.15％ （後期高齢化率19.16％）

主な名所
名水百選 御清水（おしょうず）
日本百名山 荒島岳
続日本100名城 越前大野城

ブランド・キャッチコピー 結の故郷 越前おおの



人がつながり地域がつながる

住み続けたい結のまち地域課題を解決するためのデジタル化

⚫ 雇用の創出
⚫ 新しい人の流れの創出
⚫ 結婚・出産・子育て支援
⚫ 時代に合った活力ある地域づくり

⚫ 感染予防対策（ワクチン接種など）
⚫ 社会・経済活動維持のための対策
⚫ 脱炭素・デジタル化に向けた対策

新たに急速に必要となった対策

地方創生・人口減少対策

感染症の流行

ワクチン集団接種 ゼロカーボンシティ宣言

道の駅「越前おおの荒島の郷」開駅

⚫ 感染予防対策としての必要性
⚫ 市全体で遅れているという認識
⚫ 国や社会全体で後押しする機運

子育て支援の充実

2

大野市全体で地域課題を解決するためのデジタル化が
急速に進み始めた



人がつながり 地域がつながる

住み続けたい結のまち
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オンライン相談（子育て・福祉等）

オンライン相談（子育て・福祉）

オンライン授業

除雪車デジタル運行管理システム

オンライン診療

防災行政無線のIP無線化

市議会のペーパーレス化

ひとり暮らし高齢者の見守り

歩くことから始める健康プログラム

光ファイバー整備（未整備地区）

etcetc

LINEによる市政情報の発信

これまで・いま 検討している取り組み

マイナカード普及促進・利活用

行政の業務再構築・ペーパーレス化

リモートマラソン、リモート水泳

現在の取り組み

公民館等でのデジタル活用支援

行政窓口のキャッシュレス化

感染症による
取り組みの加速

人口減少時代の働き手・担い手不足をデジタル化で解決

大野市の取り組み

スマート農林業
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市民のデジタル活用 人がつながり地域がつながる

住み続けたい結のまち

高齢者を対象としたスマートフォン活用講座 オンライン子育て相談

⚫ 公民館等でのデジタル活用支援

➤住民に身近な場所で気軽に学べる機会を提供

⚫ オンライン相談（子育て、福祉、移住）

➤感染症や子育てなどで外出しづらい人への相談対応

⚫ 歩くことから始める健康プログラム

➤活動量計のポイントによる継続意欲の促進

⚫ ひとり暮らし高齢者の見守り

➤介護業務の効率化

（課題）

デジタル推進委員、職業訓練センターの活用

セ

ン

サ

ー

高齢者の見守りセンサー歩くことから始める健康プログラム

（課題）

オンライン診療の実施

高齢者、障害のある方など、不安を抱える方にも寄り添った取り組みを
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人がつながり地域がつながる

住み続けたい結のまち

事業所（136件）向け意識調査結果より（大野商工会議所）

無人田植え機

事業者のデジタル活用

Q DXを進める上での課題は？

40.7％

⚫ 事業者の４割以上が
DXの取り組み方を「わからない」と回答

⚫ 地域経済を下支えするのは小規模な事業所

⚫ 事業所のデジタル技術の導入支援

⚫ デジタル人材の育成・確保

➤予算や人材に制約

（課題）

（事業者は多種多様できめ細かなニーズを持つ）

デジタル人材の量も質も十分であることが必要

⚫ スマート農林業の導入

➤国や県と連携したスマート農機の導入促進

（課題）

小さく不整形の圃場を持つ中山間地域の農業者への支援

➤ドローンを活用した有害鳥獣の巻き狩り猟の実施
巻き狩り猟

商工業者向けDXに関する意識調査

（現状）
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行政のデジタル活用
人がつながり地域がつながる

住み続けたい結のまち

三役・管理職向けの業務再構築研修会

⚫ 行政内部の業務再構築・ペーパーレス化

➤先進的な企業の協力の下、行政内部の業務プロセスを見直し

⚫ 行政手続のオンライン化・キャッシュレス化

➤申請受付作業、現金取り扱いにかかる省力化・時間短縮

（課題）

PDCAサイクルによる業務改革の徹底

除雪車による除雪作業大野市のLINE

職員数と予算に限りがある中、質の高いサービスを提供し続ける

⚫ LINEによる市政情報の発信

➤利用率の高さや操作性の良さを活かした情報発信

⚫ 除雪車デジタル運行管理システム

➤GPSデータを用いた作業管理による除雪業務の適正化

・ 関連事務の効率化

6



人がつながり地域がつながる

住み続けたい結のまち

⚫ 感染症による地方移住の関心の高まり

➤地方に居住する働き方・暮らし方により

豊かな自然環境が再評価されるチャンス

過疎地域の情報通信基盤（光ファイバ・5G等）の整備 を早急に！（利用料も低く）

（必要性）

デジタルインフラの整備

（課題）

マイナンバーカードの更なる利活用シーンの拡大

⚫ マイナンバーカードの普及促進・利活用

➤マイナンバーカード申請者への商品券等を進呈
➤ワクチン接種会場や公民館等での出張申請受付
➤マイナンバーカードの図書館貸出カード利用

マイナンバーカードの出張申請受付

⚫ 様々なデジタル・サービスの展開

➤買物、診療、農作業、除雪など、様々な分野で住民生活の

の負担が軽減

過疎地域はデジタル化の課題先進地
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大野市が目指すもの
人がつながり地域がつながる

住み続けたい結のまち

⚫ すべての市民がより幸せな暮らしを送れるように （ウェルビーイング）

⚫ 助け合い、支え合いの心を大切に （結の心）

⚫ 人と自然が共に生き続けられるように （サスティナビリティ）

（まとめ）

デジタル化の

主な取り組み
課題

⚫ 公民館でのデジタル活用支援講座

⚫ 歩くことから始める健康プログラム

⚫ ひとり暮らし高齢者の見守り

⚫ デジタル推進委員や職業訓練

センターを活用したデジタル・

リテラシー対策

⚫ 行政の業務再構築・ペーパーレス化

⚫ 行政手続のオンライン化

⚫ LINEによる情報発信

⚫ 除雪車運行管理システム

⚫ 事業所へのデジタル導入支援、

デジタル人材の育成・確保

⚫ マイナンバーカードの普及促進

・利活用

⚫ 過疎地域への情報通信基盤

（有線・無線）の整備

⚫ マイナンバーカードの更なる

利活用シーンの拡大

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
で
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像
を
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現

結の心

サスティナビリティウェルビーイング

デジタルインフラ
の整備

事業者・行政の
デジタル活用

市民の
デジタル活用
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⚫ 第六次大野市
総合計画の各
施策

⚫ 地方創生・
人口減少対策

など

人がつながり地域がつながる 住み続けたい結のまち


